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第
二
十
一
回
「
純
愛
の
70
ミ
リ
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
」

　
名
古
屋
に
は
、
５
年
間
住
ん
で
い
ま
し
た
が
、
大
都
市
だ
け
に
立
派
な
建
物
が
あ
り
、
街
並
を

見
る
と
、
そ
の
土
地
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
感
じ
ま
し
た
。

　
昭
和
30
年
代
に
地
下
鉄
が
走
り
、
名
古
屋
に
は
テ
レ
ビ
塔
が
あ
り
、
ま
た
、
長
さ
が
100
メ
ー
ト

ル
で
は
な
く
、
幅
が
100
メ
ー
ト
ル
あ
る
「
100
メ
ー
ト
ル
道
路
」
も
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
ん
な
大
都
市
で
ぼ
く
が
楽
し
み
だ
っ
た
の
は
、
大
型
ス
ク
リ
ー
ン
、
そ
し
て
立
体
音
響
の
設

備
の
整
っ
た
70
ミ
リ
映
画
常
設
館
が
あ
り
、
そ
こ
で
映
画
を
観
る
こ
と
で
し
た
。

　
中
学
生
に
な
っ
て
、
ク
ラ
ブ
活
動
に
卓
球
部
を
選
び
、
ピ
ン
ポ
ン
を
数
ヵ
月
や
り
ま
し
た
が
、

何
か
性
に
合
わ
ず
、
す
ぐ
や
め
て
「
帰
宅
部
」（
授
業
が
終
わ
れ
ば
ま
っ
す
ぐ
家
へ
帰
る
こ
と
）
を

選
び
ま
し
た
。
宿
題
を
終
え
て
か
ら
映
画
雑
誌
「
映
画
の
友
」
を
読
む
と
い
う
よ
り
も
写
真
を
眺

め
て
は
ス
ト
ー
リ
ー
を
考
え
て
楽
し
む
、
そ
ん
な
中
学
生
で
し
た
。
あ
る
日
、
町
内
会
で
同
じ
帰

宅
部
で
姓
も
同
じ
鈴
木
君
が
「
話
題
の
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
映
画
が
70
ミ
リ
で
上
映
中
だ
か
ら
日
曜
日
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に
行
こ
う
ぜ
！
」
と
誘
っ
て
く
れ
た
の
で
す
。

　
そ
の
映
画
館
は
、
70
ミ
リ
映
画
を
上
映
す
る
専
門
劇
場
で
、
以
前
、
母
と
「
ベ
ン
ハ
ー
」（
59
年

製
作
・
監
督
　
ウ
イ
リ
ア
ム
・
ワ
イ
ラ
ー
、
主
演
・
チ
ャ
ー
ル
ト
ン
・
ヘ
ス
ト
ン
）
を
見
た
劇
場

で
し
た
。

　
フ
ィ
ル
ム
に
は
、
8
ミ
リ
、
16
ミ
リ
、
35
ミ
リ
、
70
ミ
リ
な
ど
が
あ
り
、
フ
ィ
ル
ム
の
幅
が
広

い
ほ
う
が
情
報
を
た
く
さ
ん
入
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
70
ミ
リ
映
画
は
画
面
も

大
き
く
、
サ
ウ
ン
ド
も
よ
く
、
同
じ
作
品
で
も
そ
の
倍
、
楽
し
め
る
機
能
を
持
っ
て
い
る
こ
と
が

特
徴
で
す
が
、
上
映
に
は
専
用
の
映
写
機
が
必
要
で
す
。

　
鈴
木
君
が
誘
っ
て
く
れ
た
映
画
は
11
部
門
の
ア
カ
デ
ミ
ー
賞
に
輝
く「
ウ
ェ
ス
ト
サ
イ
ド
物
語
」

（
61
年
製
作
・
監
督
　
ジ
ェ
ロ
ー
ム
・
ロ
ビ
ン
ス
、
ロ
バ
ー
ト
・
ワ
イ
ズ
）
で
し
た
。
予
備
知
識

も
な
く
「
序
曲
」
が
始
ま
り
ま
し
た
。（
映
画
に
は
基
本
的
に
予
習
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。
復
習
は

必
要
で
す
が
？
）

　
黒
い
画
面
か
ら
口
笛
が
聞
こ
え
て
き
ま
し
た
。
本
職
は
商
業
デ
ザ
イ
ナ
ー
な
の
に
映
画
の
タ
イ
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ト
ル
デ
ザ
イ
ナ
ー
と
し
て
も
有
名
に
な
っ
た
「
ソ
ウ
ル
・
バ
ス
」
が
デ
ザ
イ
ン
し
た
長
く
て
黒
い

線
や
短
い
線
が
島
の
よ
う
に
点
在
し
、
画
面
の
色
が
黄
色
や
赤
、
そ
し
て
青
色
に
変
化
し
ま
す
。

　
「
序
曲
」
が
終
わ
る
と
長
短
の
黒
い
線
が
太
く
な
り
、
な
ん
と
そ
れ
が
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
、
マ
ン

ハ
ッ
タ
ン
島
の
空
撮
映
像
だ
っ
た
の
に
は
驚
き
ま
し
た
。（
ほ
か
に
ソ
ウ
ル
・
バ
ス
の
映
画
タ
イ
ト

ル
で
有
名
な
作
品
は
、「
黄
金
の
腕
」「
大
い
な
る
西
部
」「
北
北
西
に
進
路
を
取
れ
」「
サ
イ
コ
」

「
栄
光
へ
の
脱
出
」
な
ど
が
あ
り
ま
す
）

　
カ
メ
ラ
は
空
撮
の
ま
ま
イ
ー
ス
ト
サ
イ
ド
か
ら
ウ
ェ
ス
ト
サ
イ
ド
方
向
へ
ゆ
っ
く
り
移
動
し
ま

す
。
す
る
と
、
ど
こ
か
ら
と
も
な
く
フ
ィ
ン
ガ
ー
ス
ナ
ッ
プ
（
指
で
音
を
鳴
ら
す
こ
と
）
が
聞
こ

え
、
若
者
が
一
人
か
ら
二
人
、
二
人
か
ら
三
人
と
増
え
、
踊
り
が
始
ま
り
ま
す
。
一
方
、
違
う
グ

ル
ー
プ
も
指
を
鳴
ら
し
て
登
場
！
。
二
つ
の
グ
ル
ー
プ
が
ウ
ェ
ス
ト
サ
イ
ド
で
対
立
し
て
い
る
こ

と
を
画
面
だ
け
で
教
え
て
く
れ
ま
す
。

　
そ
の
グ
ル
ー
プ
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
系
移
民
の
「
ジ
ェ
ッ
ト
団
」
と
プ
エ
ル
ト
リ
コ
系
の
「
シ
ャ
ー

ク
団
」。「
ジ
ェ
ッ
ト
団
」
に
ば
か
に
さ
れ
た
「
シ
ャ
ー
ク
団
」
の
リ
ー
ダ
ー
（
ジ
ョ
ー
ジ
・
チ
ャ
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キ
リ
ス
）
が
赤
れ
ん
が
の
建
物
を
拳
で
た
た
き
、
カ
メ
ラ
を
に
ら
む
（
つ
ま
り
映
画
を
観
て
い
る

人
を
）
シ
ー
ン
は
、
い
ま
で
も
目
に
浮
び
ま
す
。
い
ざ
こ
ざ
の
あ
と
、
若
者
た
ち
は
自
分
た
ち
の

気
持
ち
を
歌
い
ま
す
。

　
初
め
て
こ
の
映
画
を
観
た
時
、「
世
の
中
に
こ
ん
な
映
画
も
あ
っ
た
の
だ
」
と
思
い
ま
し
た
が
、

映
画
の
復
習
で
こ
れ
が
「
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
」
と
い
う
映
画
の
ジ
ャ
ン
ル
の
ひ
と
つ
で
あ
る
こ
と
を

知
り
ま
し
た
。
ス
ト
ー
リ
ー
は
、
二
つ
の
グ
ル
ー
プ
の
抗
争
の
な
か
で
、
ジ
ェ
ッ
ト
団
の
ト
ミ
ー

（
リ
チ
ャ
ー
ド
・
ベ
イ
マ
ー
）
と
シ
ャ
ー
ク
団
の
リ
ー
ダ
ー
、
ベ
ル
ナ
ル
ド
の
妹
、
マ
リ
ア
（
ナ

タ
リ
ー
・
ウ
ッ
ド
）
の
純
愛
を
描
き
、
ラ
ス
ト
は
悲
し
い
結
末
を
迎
え
ま
す
。
そ
し
て
、
こ
れ
を

機
に
対
立
抗
争
は
終
わ
る
の
で
す
。（
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
の
「
ロ
ミ
オ
と
ジ
ュ
リ
エ
ッ
ト
」
の
現
代

版
と
は
、
復
習
で
知
り
ま
し
た
。）
２
時
間
31
分
の
上
映
時
間
が
瞬
く
間
に
過
ぎ
、
エ
ン
ド
マ
ー
ク

が
出
て
劇
場
内
が
明
る
く
な
っ
た
時
、
ぼ
く
と
鈴
木
君
は
お
互
い
顔
を
見
合
わ
せ
、
入
れ
替
え
も

な
か
っ
た
の
で
、
お
な
か
が
す
い
て
い
る
の
も
か
ま
わ
ず
、
人
差
指
を
立
て
、
続
け
て
も
う
一
度

鑑
賞
し
た
の
で
す
。
そ
し
て
、
こ
の
純
愛
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
映
画
は
、
中
学
時
代
の
ぼ
く
の
心
の
写
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真
に
永
遠
に
焼
き
付
い
た
の
で
す
。

〈
了
〉

伸
　

平
成
23
年
６
月
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